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Q01a 「なんてん」による 12CO(J = 1−0) 銀河面サーベイ (330◦ < L < 342
◦)
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我々名古屋大学のグループは、高分解能かつ高銀緯をカバーする銀河面サーベイを遂行中である。今回は、銀
経 330◦ ∼ 342◦、銀緯±5◦の 120平方度の領域に対し、CO(J = 1− 0)分子輝線による 4分グリッドの詳細観測
を行った結果を報告する。
この領域は複数の渦状腕 (Norma, Scutum Crux, etc.)が視線上に重なり、銀経 335◦ 付近 から 3kpc 腕が存在
するため、CO詳細観測から得られる分子ガスの速度情報は銀河系の渦状腕の構造の深い理解に有益である。ま
たRCW103を始めとする超新星残骸や、Ara OB1 などの活発な星形成領域が存在し、これらの天体と分子雲と
の相互作用の観点からも、広範囲にわたる分子ガスの分布を明らかにすることは重要である。今回の観測の結果、
以下のようなことが新たに明らかになった。
1)Lupus 分子雲複合体の一部であると思われるフィラメント状分子雲 (銀経 331◦ ∼ 338◦、銀緯 1◦ ∼ 5◦)の詳
細な分布が明らかになった。距離を Lupus と同じ 150pc と仮定すると、およそ 2 pcの幅の分子雲が Lupusから
南北方向に 20pcにわたって細く伸びている。
2)銀経 331◦ ∼ 333◦、銀緯−0.5◦ ∼ −2◦、VLSR ∼ −50kms−1にアーク状の構造が見られた。CO輝線の視線速
度から求めたアークの距離は∼3.5k pcで、アークの直径は∼120pcと見積もられる。IRAS100µmの図と比較し
たところ、分子雲の構造と遠赤外線の強度分布に非常に良い位置的相関が見られた。このアーク構造近傍には、
VLSR ∼ −50kms−1 の複数の HII領域 (RCW102, 104,..)が存在し、HII 領域と COのアークの境界付近で、CO
輝線の積分強度が急激に高くなっていることから、このアーク構造はHII領域と分子雲との相互作用によって形
成された可能性が高い。
講演では、まず領域全体の CO輝線の分布および視線速度と他波長のデータ (HI、赤外線 (IRAS)、etc.)を比
較することにより、この領域の分子雲の 3次元構造を議論する。その後上記の結果を含めた個々の領域に注目し、
HII領域や超新星残骸、OB型星などの天体と分子雲との相互作用について考察する。


